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奈良県⽣駒市⽴俵⼝⼩学校

〜⾃ら次に進む意欲を、⾃⼰有⽤感の⼟台に〜

テンポよく問題を解き、学習内容の定着へ

▲ ｅライブラリを開くと、先⽣からの学習指⽰が。
教材選択で迷うことなく、スタートできます。

３年︓こん⾍の育ち理科
こん⾍の育ちをくらべて、にている
ところやちがうところを⾒つけよう。

めあて

たわらぐち

情報担当 吉⽥ 正志先⽣の授業では、めあてを
もって、予想する、調べる、話し合う、まとめる時
間をしっかりとっています。
そこで、授業の終盤には、学習内容の定着のため、

短い時間でも演習量が確保できるよう、ｅライブラ
リの「学習指⽰」機能を活⽤し、ドリルに取り組ん
でいます。

いこま

インタビュー 使ってみる、気づく、気づきを伝える

情報担当/３年担任
吉⽥ 正志 先⽣

▲ 予想する(教科書など) ▲ 調べる(動画) ▲ 話し合う、まとめる ▲ 演習（ｅライブラリ）

まとめたノートを提出した児童は、棚からタブレットを出し、各⾃、ｅライブラリで学習を始
めます。児童にとっては、問題のヒントが⾒られること、間違っても「リトライ」できることが
安⼼感となって⼿を⽌めずにテンポよく進められ、解き進むほどに⾃信がついていくそうです。

ＩＣＴの活⽤を学校全体に広めるには、まずは使ってみること、⾃らが良
さに気づくこと、そして得た気づきを教員間で持ち寄り、伝えていくことが
⼤切です。
ｅライブラリのドリルは選択式が多く、試⾏錯誤の時間を減らすという⾯

もあります。しかし、すぐに結果が出て、間違えてもやり直して意欲が継続
していくことは、絶対になくしてほしくない良さでもあると考えています。

ＩＣＴ活⽤を通じ、教員間の情報共有が以前に増して進んでいる俵⼝⼩学校では、タブレットやｅライ
ブラリの活⽤が学校全体に広まっています。
ｅライブラリを⽇常的に学習で利⽤しているという、３年⽣の授業の様⼦をご紹介します。
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本校の児童は、委員会活動などをとても⼀所懸
命に取り組み、集団への奉仕意識が⾼いにもかか
わらず、それが⾃⼰有⽤感に結びついていない傾
向があります。
ｅライブラリはスモールステップなので、児童

に達成感や⾃信を味わわせることができます。
ｅライブラリを活⽤することで児童の⾃信や挑戦
する⼼を引き出し、⾃⼰有⽤感の獲得、⾃⼰肯定
感の向上へとつなげたいと考えます。

インタビュー 達成感と⾃信をつけ、⾃⼰有⽤感を⾼めてほしい

 短い時間で多くの演習量を確保できる。
 ヒントを⾒られる、即時に正誤判定ができる、「リトライ」できる、という点で、児童が
安⼼感を持って取り組め、意欲が続く。

ｅライブラリ活⽤のねらい

ｅライブラリで準備時間短縮、先⽣の声掛けは⼤切

▲ 学習履歴が残るのでがんばる「めあて」になると
ともに、継続的に学習を⾏う「めやす」にもなり
ます。※「家庭学習のてびき」抜粋

ｅライブラリは、授業のまとめやテスト前の確
認に、よく利⽤します。
演習量を確保したいとき、これまでは多めにプ

リントを⽤意していました。「教材指定学習」な
ら、児童が教材選びに迷わないよう範囲は絞りつ
つも、⾃分のペースで先へ進めるよう難易度を指
定しないでおき、⼗分な量を出題できます。
また、「学習指⽰」を利⽤するときは、机間巡

視中に児童の様⼦を⾒ながら「基本からやってみ
よう」「落ち着いて問題⽂を読もう」と声を掛け
てあげるようにしています。
中には、頑張って基本から挑戦まで解き終える

児童もいます。

し、その中でｅライブラリも紹介しています。
ｅライブラリの活⽤は、児童の⾃主学習の選択肢を増やすことと捉えて

います。児童⼀⼈ひとりに合った学習⽅法があり、⾃主学習を通じて、児童
には得意分野を⾃分でデザインしてほしいものです。⾃分の得意を伸ばして
いくことが、各々の違いを認めることにもつながっていきます。

本校では、学⼒定着のため、
家庭での⾃主学習を勧める「家
庭学習のてびき」を家庭に配布

▲ ｅライブラリなら、プリントを印刷する時間がか
からず、解説教材とドリルを選択するだけです。

授業で「学習指⽰」を活⽤するポイントを、吉⽥先⽣に伺いました。

校⻑
増⽥ 智⼦ 先⽣


